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”我等の生業”Song

加藤陽一ガバナー（瀬戸RC）他２名Visitor

Attendance

７９名 １１名 ８３．８２％会員 欠席 出席率

東海広光 会長President Time

加藤ガバナー、大竹地区幹事、ようこそあまRCお越しい

ただきました。そして津島ロータリークラブの皆様ようこ

そあまRCへ。心より歓迎申し上げます。本日はロータリー

クラブの年間行事の中で最も重要な行事であります『ガバ

ナー公式訪問』の日でございます。そして年一回の津島RC

さんとの合同例会でございます。三谷会長、山本幹事はじ

め津島RCの皆様よろしくお願いいたします。

加藤ガバナー、大竹地区幹事におかれましては本年度最

、 、初の公式訪問ということで また私共津島・あまRC両会長

幹事ともこれまた当たり前ですが初めての公式訪問と言う

ことでお互いに緊張した中で懇談会が和やかにまたスムー

スに開催されガバナーより懇切丁寧にご指導ご助言をいた

だきました。本当にありがとうございました。今後のクラ

ブの運営にそしてクラブの活性化に役立てていきたいと思

います。そして私自身ロータリーアンとしての更なる自覚

を高め、自らを更に輝かせたいと考えました。加藤ガバナ

ーは「ロータリーの原点に学ぶ」～友情と寛容の輪を拡げ

よう～と掲げておられます。後ほどご講話をいただくこと

になっておりますのでよろしくお願いいたします。

ガバナーの所属されてます瀬戸ロータリークラブさんと

は今から23年前の1992年私共の神戸PDGの年度に地区

大会が瀬戸市体育館で開催されホストクラブとして大変お

世話になったとお聞きいたしています。そんなご縁の中あ

まRC会員一同加藤ガバナー年度を盛り上げていきたいと思

っております。本日はどうぞよろしくお願いいたします。

８月２４日（第２１２２回）Today

担当 真木伸一 R情報委員長

演題 新会員卓話

北澤英一君、青本道春君

８月３１日（第２１２３回）Next Week

担当 加藤 徹 会員増強委員長

演題 クラブフォーラム

会員増強委員会



津島ロータリークラブ 三谷栄一会長

本日は、ガバナー公式訪問合同例会でございます。加藤

、 、 、ガバナー 大竹地区幹事には大変ご多忙の中 ご訪問頂き

津島、あまロータリークラブ会員一同心より歓迎いたしま

す。後ほど加藤ガバナーには、卓話をしていただき、ご指

導お願いいたします。また、ホストクラブのあまロータリ

ークラブ会員の皆様には、大変お世話になり、ありがとう

ございます。

先程は両クラブの会長・幹事4名が、今年度のクラブの

、活動報告と今後の活動方針を1時間に亘る懇談会で報告し

数々のご教示を頂き、無事終了することができました。

青少年奉仕委員会の事業、第15回津島RCでは、昨日、

天王こども塾『祭りを学ぶ』第2部『尾張津島秋まつりを

黒田塾頭、浅井南小学校長、大学生ボ学ぶ』が開催され、

ランティアよる勉強会に多数の小学生の参加があり、小学

』を伝承することができたと思い生に『尾張津島秋まつり

ました。服部 また、来青少年奉仕委員長お疲れ様でした。

月６日の日曜日に津島市文化会館にて、社会奉仕委員会と

青壮年奉仕委員会の合同事業、地区補助金事業『津島の祭

検定試験 『能楽の藤田流家元藤田六郎兵衛（ろくろうび』、

ょうえ）氏による講演、笛の演奏』が行われます。能管の

調べを充分ご堪能いただきたいと思いますので、多数の会

員のご参加をお願いいたします。

最後に、加藤ガバナー、大竹地区幹事には、１年間健康

に留意され、いっそうのご自愛をお願いいたします。以上

ガバナー公式訪問にあたっての挨拶とします。

ロータリー財団・米山記念奨学会に寄付目録贈呈

加藤ガバナーを囲んで懇談会

児玉憲之 幹事Secretary Report

。１ あまRCに第37回米山功労クラブ感謝状が参りました



ガ バ ナ ー 公 式 訪 問

加藤陽一RID-2760ガバナー 例会日 クラブ名 場 所

8/26 水 名古屋名駅 名鉄ニューグランドホテル（ ）

名古屋守山 マリオットアソシア

8/27 木 名古屋大須 名古屋東急ホテル（ ）

名古屋丸の内 クレストンホテル

8月24日MENU

前菜盛り合わせ

海老、木耳と玉子の薄塩味炒め

酢豚

麻婆豆腐

ご飯・ザーサイ

本日のスープ

デザート

わ が 街 あ ま 地 区 文 化 財 ５

「香の物祭－あま市神萱津－」

ヤマトタケルノミコトが東征の折、この地（萱津）に立

ち寄り、住民より差し出された漬物を賞味、その美味しさ

に感激し「藪に神の物 （藪の中に神様の食物があるという」

意味合い）と称賛したとか。ここ萱津神社は漬物の神様を

お祀りする日本で唯一の神社であり、毎年8月21日午後に

は「香の物祭（あま市無形民俗文化財 」が盛大に執り行わ）

れる。運が良ければ香の物殿に安置される甕の中に、野菜

と一掴みの塩を奉納できることもある。古より地域で受け

継がれてきた伝統を肌で感じ取ってみるのはいかが。

香の物祭



「自性院－大治町砂子－」

大宝２年（702年）創建、大治町で最古の寺院。かつて

円覚寺（神奈川県）の所領であった冨田荘内にあり、近隣

の「成願寺 「楊柳寺 「新善光寺」の法統を継承したとい」 」

われる。確証は欠くものの14世紀の「尾張国冨田荘絵図」

には五重塔を備えた大伽藍が描かれ、大規模な寺院であっ

たことがうかがわれる。現在では、真言宗智山派に属し、

大須観音寶生院の末寺である。慶安5年（1652年）の奥

書をもつ縁起があり、その原型は室町時代中期に成立して

いたと推定される。尾張地方に現存する数少ない中世の寺

社縁起として貴重な資料である。

自性院

「ロータリーの歴史 ３」

4人が集まった2週間後のポール・ハリスの事務所で開か

れた第2回の会合には、不動産業のウイリアム・ジェンソ

ンと、印刷業のハリー・ラグルスが加わりました。そして

第3回会合が開かれた3月23日までに、洗濯業のアーサー

・アーウイン、オルガン製造業のアル・ホワイト、保険業

のチャールス・ニュートンが入会しました。この第3回会

合がシールの職場であったのを記念して、初代会長にはシ

ルベスター・シールが選ばれました。

このときクラブ名が検討され、Booster Club、Roun

d Table Club、Chicago Circleなど12もの名称が検

討されたようですが、9人の意見がまとまらず、最終的に

初代会長のシールの発案によって“Rotary Club”と命

名されたと言われています。

ロータリーは（回転）とは、クラブの例会が会員の事務

、所の持ち回りであったことに由来するとの説がありますが

一方では、ロータリーの紋章が馬車の車輪に由来すること

と関係があるかも知れません。

4

ポール・ハリスと最初期の3人のメンバーが集まって鉱

山技師ローアの事務所でクラブの構想を語り合ったのが19

05年2月23日でした。従って、この日にはまだ、クラブ

の名称も、会合の間隔や持ち方も、そして会合の目的も文

章化されていませんでしたので、普通に見れば、この日と

それ以降の数回の会合は、クラブ創立準備会といえるでし

ょう。

しかし歴史家は、1つひとつの事態をたいそうに義務付

ける傾向にあり、ロータリーは後日、この日を「創立記念

日」に指定しました。従って当初のロータリーの年度は、

２月に始まって１月に終わるものでした。

現在のロータリー年度が７月に始まって６月に終わる形

になっているのは、世界中のクラブの連合体でしかなかっ

た「国際ロータリー・クラブ連合会」が、独立した組織で

ある「国際ロータリー（RI 」に移行したのが、1922年7）

月だったからです。

5

、第３回までの会合が２週間おきに開かれていましたので

これが初期ロータリー・クラブの慣例となって、第４回は

シルベスター・シールの洋服店、第５回は不動産業ウイリ

アム・ジェンセンの事務所で開かれました。第６回の開催

は印刷業ラグルスの事務所でしたが、このとき保険業のニ

ュートンが空腹のため途中で食事をしていて遅刻してしま

いました。それならば皆で食事をすればよいということに

なって、ホワイトのオルガン製造工場で開く予定だった第

、 。７回会合を 食事のできるPalmer Houseに移しました

これが成功だったので、第８回会合以後はシカゴ市内のホ

テル、ヨットクラブ、レストランなどを巡って集会場にし

ました。

「 」16～18世紀にかけてイギリスで発達してきた クラブ

の集会が、当時ロンドンで広まったコーヒーハウスや、タ

ーバンと呼ばれた宿屋で開かれていたことを考えると、ロ

ータリーの例会がホテルやレストランに移ったのは自然の

ことだと思われます。



ニ コ ボ ッ ク ス

ご投函有り難うございます

東海広光 会長

・加藤ガバナー、大竹地区幹事、ようこそあまRCへいらっしゃいました。本日のご指導、よろしくお願いいたします。

・三谷会長、山本幹事はじめ津島RCの皆様、ようこそあまRCへ。今年も1年間よろしくお願いいたします。

・神戸PDG、先週は卓話を有り難うございました。あまRCガバナー誕生秘話を楽しくお聞かせいただき、勉強になりまし

た。

西川広樹 副会長

・加藤陽一ガバナーをお迎えして。

児玉憲之 幹事

・第2760地区加藤陽一ガバナー、大竹一義地区幹事をお迎えして。

山田幸治君

・ガバナー、ようこそ！

・黄泉の世界に行く準備をしています。

・敗戦から70年、安倍首相の談話を評価します。

高山 敏君

・加藤陽一ガバナーをお迎えして。

・渡辺君、先日はご馳走様でした。

渡辺 均君

・神戸PDGの元気なお姿にお目にかかれて･･･またご指導お願いいたします。

・盆休み中、久し振りにゆっくり出来ました。

稲垣秀樹君

・家族が3週間ぶりに帰国し、我が家がにぎやかになりました。3才の我が娘もさらにパワーアップ。お婆ちゃんをたたきま

くって遊んでいます。そのせいでお婆ちゃんは首・腰が痛いそうです。

伊藤英毅君

・ガバナーをお迎えして。

神田康史君

・ガバナー訪問を祝して。

・お盆に蓼科へ行って来ました。気温22度の天国でした。

・ここ数日で3.5㎏UPしてしまいました。ウェスト89㎝、悲惨な状況です。

北野庸夫君

・加藤陽一ガバナーをお迎えして。

前田重廣君

・ガバナーをお迎えして。

水野 眞君

・6日広島、9日長崎の追悼の鐘をつき、靖国神社、護国神社で祈り、献灯式で暑い切ない敗戦の日を今年も務めました。

大竹敬一君

・加藤ガバナー、ようこそ。

篠田正志君

・加藤陽一ガバナーをお迎えして。

立松絹久君

・加藤陽一ガバナーをお迎えして。

山田尊久君

・出会い、感動、夢への挑戦。8月号ロータリーの友を読んで感動。あまRCに入れていただいた喜びを実感しています。

古川 宏君、後藤袈裟美君、後藤 眞君、後藤雅光君、板津和博君、川口信義君、木下章吉君、栗木和夫君、黒野晃太郎君

宮下忠克君、鈴村與左衛門君、田中正博君、山田幹夫君

・加藤陽一ガバナーをお迎えして。

投函件数29件 合 計 ５５，０００円


